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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。 家庭教育応援通信

令和６年度バックナンバー

暑い、長い夏休みが終わりました。
保護者の皆様、本当にお疲れさまでした。

そうお伝えしたくなったのは、保護者の方から、子どもが家にいる夏休みが一番忙しいという声を聞いてい
たからです。
仕事があるのに、三度の食事や学習などに関わる時間が増える。以前は、毎日ラジオ体操があり、園や学校

でプールがあり、友達どうしで外で遊び、登校日も何度かあるなど、子どもが家以外で過ごす時間がありまし
たが、今は、少なくなりました。しかも、猛暑で外で遊ばせるのも熱中症が心配です。そのため、家の中で過
ごすことが多くなります。一日中子どもと家で一緒にいることに、閉塞感を感じられた保護者の方もおみえ
だったことでしょう。
令和７年７月３日発行の通信No.5で紹介したように、岐阜県では、毎月ニュースレターを発行しています。

その８月号にそんな悩みを軽くするコツが紹介されています。（この下に再掲しています。）
また、１人で何もかもすべて完璧に子育てをやり遂げることは、大変ですし、難しいです。そんなときは、

「Help！」の声をあげましょう。ひとりでかかえこまないで、まわりに助けをもとめましょう。また、助け
てくれる人がいたら、素直に受け入れましょう。家族、友人、近所の人の助けを借りることで、子育てはぐん
と楽になります。近くで開催している「こどもの居場所」を利用するのもいいですね。
ある絵本の中で、登場人物が「今まで言った中で一番勇敢な言葉は？」と聞かれ、「たすけて」という言葉

だと答えていました。また、「強かったのは弱さをみせたとき」「助けをもとめるのはあきらめないからだ」
という言葉もありました。
「援助希求」（助けを求める）は、未来に生きる子どもたちにとっても、大切な生き抜く力の１つです。
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家庭で活用で
きるように丈夫
な紙に印刷し、
ひっかける紐も
付けました。

こんなこともやってます！

避難ルート
（地震のとき）
（洪水のとき）

連絡先

家族の
約束

集合場所・
避難場所

神戸町の
指定避難所

防災かばんの準備をしてみよう！

おはなしのタネ「家庭で防災について話そう」
（在宅取組型）





児童館は、保護者や子どもの居場所となっています。
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